
医療技術の概要図

申請医療機関：京都⼤学医学部附属病院

⼿術⽀援ロボット（da Vinciサージカルシステム）を⽤いて、早期咽喉頭癌を経⼝
的に切除する。術者は操作ボックスに座り、３Ｄ内視鏡による⽴体的かつ⾼解像度
の視野（術野）を⾒ながら⼿術操作を⾏う。操作ボックスでの術者の⼿の動きは、
術野において忠実に再現される。

咽喉頭腔内は狭く従来の⼿術⽅法（経⼝的内視鏡下⼿術）ではその適応が限られて
いたが、経⼝的ロボット⽀援⼿術では、良好な視野の下で可動範囲の広い⼿術器具
を⽤いることで、従来では困難であった病変に対する経⼝的低侵襲⼿術が可能であ
る。

咽喉頭癌に対する経⼝的ロボット⽀援⼿術

概 要

技術の特徴

ロボットアーム 術 野

可動範囲の広い⼿術器具により、
狭い咽喉頭腔内でも容易に⼿術操
作を⾏える

経⼝的に挿⼊したロボットアームが、術者
の⼿の動きを忠実に、かつ震えなく再現す
る

操作ボックス

術者は３Ｄ内視鏡による⽴体
的な術野を⾒ながら⼿元で⼿
術器具を患者さんから離れた
場所で操作する
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